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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、撮像素子と、前記撮像素子の裏面の電極と接合されているフライングリード
を有する第１の配線板と、第２の主面が第１の配線板に接着され先端面が前記撮像素子に
接着されている第２の配線板と、を具備する撮像装置、前記撮像装置を先端硬性部に有す
る内視鏡、及び、前記撮像装置の製造方法に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の実施形態の撮像装置は、受光面と前記受光面と対向する裏面とを有し、前記受
光面の第１の電極と前記裏面の第２の電極とを接続している配線を有する撮像素子と、上
面と前記上面と対向する下面と前記上面と直交する端面とを有し、フライングリードが突
出している前記端面が前記撮像素子の前記裏面に対して対向配置されている可撓性部材と
、第１の主面と前記第１の主面と対向する第２の主面と前記第１の主面と直交する先端面
とを有し、前記第２の主面に前記可撓性部材の前記上面が接着されており、前記先端面が
前記撮像素子の前記裏面に対して対向配置されている非可撓性部材と、を具備し、前記フ
ライングリードが折り曲げられ、その先端部が前記撮像素子の前記第２の電極と接合され
ており、前記撮像素子の前記第２の電極と前記フライングリードの前記先端部との接合部
が封止部材により封止されており、前記非可撓性部材の前記先端面が、前記撮像素子の前
記裏面と接着部材を介して接着されており、前記封止部材と前記接着部材とが一体の硬化
型樹脂により構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
　別の実施形態の内視鏡は、受光面と前記受光面と対向する裏面とを有し、前記受光面の
第１の電極と前記裏面の第２の電極とを接続している配線を有する撮像素子と、上面と前
記上面と対向する下面と前記上面と直交する端面とを有し、フライングリードが突出して
いる前記端面が前記撮像素子の前記裏面に対して対向配置されている可撓性部材と、第１
の主面と前記第１の主面と対向する第２の主面と前記第１の主面と直交する先端面とを有
し、前記第２の主面に前記可撓性部材の前記上面が接着されており、前記先端面が前記撮
像素子の前記裏面に対して対向配置されている非可撓性部材と、を具備し、前記フライン
グリードが折り曲げられ、その先端部が前記撮像素子の前記第２の電極と接合されており
、前記撮像素子の前記第２の電極と前記フライングリードの前記先端部との接合部が封止
部材により封止されており、前記非可撓性部材の前記先端面が、前記撮像素子の前記裏面
と接着部材を介して接着されており、前記封止部材と前記接着部材とが一体の硬化型樹脂
により構成されている撮像装置を先端硬性部に有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また別の実施形態の撮像装置の製造方法は、受光面と前記受光面と対向する裏面とを有
し、前記受光面の第１の電極と前記裏面の第２の電極とを接続している配線を有する撮像
素子と、端面からフライングリードが突出している可撓性部材と、前記可撓性部材が接着
されている非可撓性部材と、を具備する撮像装置の製造方法であって、前記撮像素子の前
記第２の電極と、前記フライングリードの先端部を接合する工程と、前記フライングリー
ドを折り曲げながら、前記可撓性部材を前記非可撓性部材に接着する工程と、前記第２の
電極と前記先端部との接合部を封止する封止部材、及び、前記非可撓性部材の先端面と前
記撮像素子の前記裏面との間の接着部材、を構成する一体の硬化型樹脂を硬化処理する工
程と、を具備する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　可撓性部材である第１の配線板３０は、上面３０ＳＡと上面３０ＳＡと対向する下面３
０ＳＢと上面３０ＳＡと直交する端面３０ＳＳとを有する。端面３０ＳＳからは、複数の
フライングリード３１が突出している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　非可撓性部材である第２の配線板４０は第１の主面４０ＳＡと第１の主面４０ＳＡと対
向する第２の主面４０ＳＢと第１の主面４０ＳＡと直交する先端面４０ＳＳとを有する。
第２の配線板４０の第２の主面４０ＳＢには、第１の配線板３０の上面３０ＳＡが接着さ
れている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
＜ステップＳ１６＞硬化型樹脂配設
　図５に示すように、撮像素子１０の裏面１０ＳＢと第２配線板４０の先端面４０ＳＳと
の間に未硬化で液体の硬化型樹脂５０Ｌが注入される。このとき、裏面１０ＳＢと先端面
４０ＳＳとの接着部だけでなく、フライングリード３１と第２の電極１４との接合部も硬
化型樹脂５０Ｌで覆われる。封止部材５１Ｌと接着部材５２Ｌとは、一体の硬化型樹脂５
０Ｌにより構成されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
＜ステップＳ１７＞硬化処理
　図５に示すように、未硬化で液体の硬化型樹脂５０Ｌに紫外線（ＵＶ）を照射する硬化
処理が行われる。硬化処理により、硬化型樹脂５０Ｌは固体化し、接合部は封止され接着
部は固定される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　撮像装置１の製造方法によれば、接合部の封止のための硬化処理と、接着部の固定のた
めの硬化処理と、が同時に行われる。このため、撮像装置１の製造方法は製造が容易であ
る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光面と前記受光面と対向する裏面とを有し、前記受光面の第１の電極と前記裏面の第
２の電極とを接続している配線を有する撮像素子と、
　上面と前記上面と対向する下面と前記上面と直交する端面とを有し、フライングリード
が突出している前記端面が前記撮像素子の前記裏面に対向配置されている可撓性部材と、
　第１の主面と前記第１の主面と対向する第２の主面と前記第１の主面と直交する先端面
とを有し、前記第２の主面に前記可撓性部材の前記上面が接着されており、前記先端面が
前記撮像素子の前記裏面に対向配置されている非可撓性部材と、を具備し、
　前記フライングリードが折り曲げられ、その先端部が前記撮像素子の前記第２の電極と
接合されており、
　前記撮像素子の前記第２の電極と前記フライングリードの前記先端部との接合部が封止
部材により封止されており、
　前記非可撓性部材の前記先端面が、前記撮像素子の前記裏面と接着部材を介して接着さ
れており、
　前記封止部材と前記接着部材とが一体の硬化型樹脂により構成されていることを特徴と
する撮像装置。
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【請求項２】
　前記撮像素子の前記硬化型樹脂が配設されている領域の未硬化液状の前記硬化型樹脂と
の接触角が、前記硬化型樹脂が配設されていない領域の接触角よりも小さいことを特徴と
する請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記封止部材を構成している前記硬化型樹脂と、前記接着部材を構成している前記硬化
型樹脂と、が同時に硬化処理されていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の
撮像装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の撮像装置を、挿入部の先端硬性部に有す
ることを特徴とする内視鏡。
【請求項５】
　受光面と前記受光面と対向する裏面とを有し、前記受光面の第１の電極と前記裏面の第
２の電極とを接続している配線を有する撮像素子と、
　端面からフライングリードが突出している可撓性部材と、
　前記可撓性部材が接着されている非可撓性部材と、を具備する撮像装置の製造方法であ
って、
　前記撮像素子の前記第２の電極と、前記フライングリードの先端部を接合する工程と、
　前記フライングリードを折り曲げながら、前記可撓性部材を前記非可撓性部材に接着す
る工程と、
　前記第２の電極と前記先端部との接合部を封止する封止部材、及び、前記非可撓性部材
の先端面と前記撮像素子の前記裏面との間の接着部材、を構成する一体の硬化型樹脂を硬
化処理する工程と、を具備することを特徴とする撮像装置の製造方法。
【請求項６】
　前記撮像素子の前記硬化型樹脂が配設される領域の表面を、親水化処理する工程を具備
することを特徴とする請求項５に記載の撮像装置の製造方法。
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摘要(译)

图像拾取装置1包括图像拾取元件10，其具有连接光接收表面10SA的第
一电极12和后表面10SB的第二电极14的布线13和飞线31突出的端面
30SS是图像拾取元件第一布线板30的顶表面30SA粘附到第二主表面
40SB，并且前端表面40SS布置成与背表面10SB相对并且，飞线31弯曲
并接合到第二电极14，以密封第二电极14和飞线31之间的接合密封构件
51和粘附在第二布线板40的前端面40SS和背面10SB上的粘合构件52由
整体硬化型树脂50构成。
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